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令和８年
６　月
定例会

難聴者補聴器購入補助金15万円など難聴者補聴器購入補助金15万円など
一般会計補正予算  683万5千円追加683万5千円追加  を可決

　令和８年６月２日から 12 日までの 11 日間で開催されました。専決処分した条例の承認１件、専決処
分した予算の承認１件、農業委員の任命同意１件、条例改正３件、令和８年度一般会計補正予算及び特別
会計補正予算合わせて３件、陳情１件、発議２件の合計 12 件でした。一般質問は９議員が登壇し、17 件
にわたる村政課題について質問しました。

専決処分した条例の承認

「地方税法等の一部を改正する法律」等が公布
されたことに伴い、軽自動車税の環境性能割の
廃止や国民健康保険税の子ども・子育て支援金
制度創設による課税額等の条例を一部改正

村税条例の一部改正

「地方税法等の一部を改正する法律」等が公
布されたことに伴い、給与所得控除額及び基
礎控除額の見直しのほか、固定資産税の家屋
及び償却資産の免税点を引き上げるもの

発議・陳情

①『非核三原則の堅持を求める意見書』
　　議員発議第１号による意見書を賛成多数で可決し、関係機関に提出しました。

②『社会福祉法等の一部を改正する法律案の慎重な審議を求める意見書』
　　採択を求める陳情書 

福祉産建常任委員会では全員賛成で採択すべきと決定。本会議も全員賛成で採択し、議員発議第
２号による意見書を全員賛成で可決し、関係機関に提出しました。

廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正

粗大ごみの処分費用の増加に伴う処理手数料の引き上げ

軽トラック　2,000円 → 3,000円

ト ラ ッ ク　4,000円 → 6,000円

タ　イ　ヤ　   300円 →　 500円

国民健康保険特別会計補正予算の内容

子ども・子育て支援金制度の創設に伴い、子ど
も・子育て支援納付金分を計上
　　　　　��������� 522 万２千円

一般会計補正予算の内容

①過年度衆議院議員選挙費委託金返還金
　　　　　��������� 424万７千円
②難聴者補聴器購入補助金���� 15万円
③システム改修費����� 計186万４千円



［3］ ［2］令和８年７月 25日　発行

議案に対する各議員の賛否結果（○賛成 /●反対）

議　　　　案　　　　名 表決
結果

藤
沢
和
人

篠
原
尚
光

沖
島
祥
介

勝
山
正
弘

滝
澤　

聖

黒
岩
清
道

湯
本
辰
雄

西
原
澄
夫

山
嵜
秀
治

髙
井
央
葉

梨
本　

進

承　

認

第２号　専決処分した条例の承認について（村税条例の一部を改正する条例）
同意 ○ ◦ ○ ○ ○ ○ ◦ ○ ◦ ○概要：軽自動車税環境性能割の廃止に伴う改正他

第３号　専決処分した予算の承認について（令和７年度高山村一般会計補正予算（第８号））
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：歳入歳出予算の補正、それぞれ１億７千万減額、予算総額57億46,433千円とする

同 

意
第１号　農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：任期満了に伴う、新農業委員として14名の方の任命同意

議　
　
　
　
　

案

第 46 号　村税条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：地方税法等の改正により、給与所得控除や基礎控除の見直しによる条例の改正

第 47 号　廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◦ ○ ◦ ○概要：廃棄物の処理費用が値上げとなる、主なものタイヤ１本300円から500円

第 48 号　令和８年度高山村一般会計補正予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：基金繰入などにより歳入歳出6,835千円追加

第 49 号　令和８年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◦ ○ ◦ ○概要：歳入歳出に5,222千円追加

第 50 号　令和８年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：歳入歳出に67万円の追加

第 51 号　高山村社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◦ ○ ◦ ○概要：体育施設の使用料を250円から300円に改正

陳 

情 第１号　社会福祉法等の一部を改正する法律案の慎重な審議を求める国への意見書提出を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発　

議

第１号　非核三原則の堅持を求める意見書 可決 ○ ○ ◦ ○ ◦ ○ ○ ◦ ○ ○

第２号　社会福祉法等の一部を改正する法律案の慎重な審議を求める国への意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新
農
業
委
員
会

委
員
の
皆
様

福
沢　

 　

睦
（
堀
之
内
）

小
嶋 　

一
浩
（
堀
之
内
）

藤
澤 　
　

豊
（
荒
井
原
）

久
保
田 

和
義
（　

紫　

）

内
山 　
　

至
（
水　

中
）

井
ノ
浦 

信
男
（
赤　

和
）

湯
本 　

康
之
（
黒　

部
）

黒
岩 　
　

勉
（　

牧　

）

涌
井 

英
一
郎
（
駒　

場
）

篠
原 　
　

豊
（
三　

郷
）

平
林 　

敏
彦
（
な
か
ひ
ら
）

宮
川 　

仁
司
（
蕨　

平
）

宮
川　

 　

巧
（
荻
久
保
）

黒
岩 

千
栄
子
（
二
ツ
石
）

廃棄物の処理及び清掃に関する条例の
一部を改正する条例の反対討論

国保税に「子ども・子育て支援金」
上乗せは筋違い

　本議案は、負担価格を「長期に据え置いてき
たため」の、粗大ごみの処分手数料の値上げ（案）
です。毎月様々なものが値上がりしている中で、
村民にはさらなる負担増を強いることになりま
す。
　まして、軽トラックとトラックは 50％、タ
イヤは 67％と、大幅な値上げですので、村民
生活への影響は多大です。
　よって本議案に反対します。� （湯本辰雄）

　「子ども・子育て支援金」は児童手当の拡充
などの「少子化対策」のための費用を賄うため
として医療保険料に上乗せ徴収する仕組みだ。
　「子ども・子育て支援」は待ったなしの課題で、
この充実は欠かすことはできない。
　そのうえで、この財源をどこに求めるのかと
いう問題、「子育て」と直接関係のない医療保
険料に上乗せするのは筋違いではないか。
　子育て支援の財源は、大企業や富裕層優遇の
税制を是正して賄うべきである。� （山嵜秀治）

（
敬
称
略
）

（
任
期
：
令
和
８
年
７
月
20
日

〜
令
和
11
年
７
月
19
日
）

討 論反 対

承認２号・議案第 49 号 議案第 47 号
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村
の
各
種
会
議
の
男
女
比
は

ど
う
か
。村
地
域
公
共
交
通
協
議

会
は
、
総
員
31
人
の
う
ち
男
性
25

人
女
性
６
人
で
８
対
２
で
あ
る
。

　

国
の
女
性
活
躍
推
進
法
は
女
性

役
員
の
増
員
を
求
め
て
い
る
。村

が
直
接
委
嘱
す
る
も
の
は
、
男
女

選
択
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

１
、
現
在
の
主
な
委
員
会
の
男
女

比
は
。

２
、
男
女
比
同
数
に
向
け
て
の
計

画
は
。

人
権
推
進
室
長

１
、
教
育
委
員
会（
男
）２（
女
）２
。

男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
（
男
）

４（
女
）９
、
特
別
職
報
酬
審
議
会

委
員（
男
）９（
女
）１
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員（
男
）３
で
あ
る
。

２
、今
後
、女
性
人
材
の
掘
り
起
こ

し
に
努
め
る
。時
間
や
開
催
方
法

へ
の
配
慮
、
仕
事
、
育
児
介
護
な

ど
、
両
立
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
検
討
す
る
。

農
地
管
理
機
関
の
創
設
を

　
　

本
村
の
農
家
は
平
成
27
年
７

問問

各種会議に
女性の参加者増を

４
６
戸
、
令
和
７
年
６
４
６
戸
で

１
０
０
戸
減
の
86
％
で
あ
る
。子

弟
が
農
地
の
引
継
ぎ
が
で
き
な
い

場
合
、
現
存
の
農
地
は
ど
う
な
る

か
。

　

農
地
の
管
理
、
貸
与
等
の
処
理
、

境
界
変
更
も
行
う
「
農
地
管
理
機

関
」
創
設
を
提
案
す
る
。

産
業
振
興
課
長

　

令
和
７
年
度
の
有
休
荒
廃
農
地

54
・
７
ha
、
令
和
２
年
度
43
・
５

ha
と
11‌

ha
増
加
し
て
い
る
。県
の

「
公
益
財
団
法
人
長
野
県
農
業
開

発
公
社
」
が
中
間
管
理
機
構
に

な
っ
て
い
る
。村
内
賃
借
権
利
設

定
が
20
・
９
ha
、
農
地
売
買
等
事

業
0.3‌

ha
実
施
。

　

す
で
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
の

で
、既
存
制
度
を
活
用
し
、担
い
手

へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
農
業
委
員
会

等
と
連
携
し
て
農
地
の
保
全
に
努

め
る
。

湯湯
ゆゆ

本本
もともと

  辰辰
たつたつ

雄雄
おお

  議員議員

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

問   女性の参加拡大を
答   女性人材を掘り起こす

農地の有効利用により美しい農村風景の継続

様々な角度から17項目の提言 令和８年第３回６月議会一般質問

湯本　辰雄  議員
１．女性の審議会などへの参加拡大について

２．農地管理機関の創設を

沖島　祥介  議員

１．「中山会館を中山地区第２避難所指定に」について

２．「ふるさとセンター山田」の活性化について

３． 一茶館南側交差点周辺の事故減少策について

西原　澄夫 議員 １．村の降ひょうの被害について

藤沢　和人  議員
１．成り手不足・高齢化が進む消防団員をどのようにしていくのか

２．建設予定施設の計画をどのように進めていくのか

黒岩　清道  議員 １．高齢者の日常生活の足について

篠原　尚光  議員 １．本村における自動車運転免許取得や各種資格取得支援制度の創設について

滝澤　　聖  議員

１．高山村公共施設内に植栽されている桜の管理について

２．ABN 主催の「ふるさと CM コンテスト」に参加支援することができないか

３．県道 66 号線（南志賀公園線）沿線に植樹を行う事への提案

髙井　央葉  議員
１．公民館調理室改修を事例とした住民参加の在り方

２．包括業務委託における利用者意見の反映プロセスについて

山嵜　秀治  議員
１．公民館の使用料について

２．予備自衛官等兼業特例法案について

一 般 質 問一 般 質 問
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現
在
、
中
山
地
区
に
は
指
定

避
難
所
が
３
か
所
あ
る
が
、
地
区

全
体
で
は
十
分
と
言
え
な
い
。中

山
会
館
は
畳
敷
き
の
建
物
で
、
高

齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
要
配
慮
者
に

と
っ
て
安
心
し
て
避
難
で
き
る
と

思
う
。つ
い
て
は
第
二
避
難
所
に

指
定
し
て
、
機
能
強
化
策
と
し
て
、

冷
暖
房
設
備
の
設
置
、
男
女
別
ト

イ
レ
の
整
備
を
要
望
す
る
。

副
村
長

　

今
後
、
地
域
で
策
定
す
る「
地
区

防
災
計
画
」
で
、
避
難
方
法
や
避

難
先
と
し
て
の
中
山
会
館
の
位
置

づ
け
な
ど
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

地
域
に
あ
る
集
会
所
の
冷
暖
房
設

備
の
整
備
や
、
男
女
別
ト
イ
レ
へ

の
改
修
は
村
の
「
自
治
区
施
設
整

備
補
助
金
」
の
活
用
を
。

「
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
山
田
」
の

活
性
化
策
を

　
　
「
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
山
田
」

は
農
協
が
撤
退
し
た
後
、「
子
や

孫
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
買
え
る

店
を
」
と
地
域
住
民
の
出
資
で
、

問問

中山会館に冷暖房設備、
男女別トイレを

赤
字
す
れ
す
れ
で
運
営
し
て
い

る
。
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
、

様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。存

続
で
き
る
よ
う
、建
物
、設
備
改
修

に
村
の
支
援
を
。

産
業
振
興
課
長

　

高
山
村
創
業
等
支
援
事
業
補
助

金
・
融
資
制
度
な
ど
の
活
用
を
。

商
工
会
な
ど
連
携
し
必
要
な
助
言

を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
他
、「
一
茶
館
南
側
交
差

点
周
辺
の
交
通
事
故
減
少
策
に
つ

い
て
」
を
質
問
し
た
。

沖沖
おきおき

島島
しましま

  祥祥
しょうしょう

介介
すけすけ

  議員議員

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

問   中山会館の機能強化で避難所に
答   自主防災組織で地区防災計画を

避難所指定を要望した中山会館

　
　

５
月
１
日
午
後
５
時
過
ぎ
に

降
っ
た
雹
に
よ
り
起
き
た
村
の
農

業
被
害
状
況
は
。

村　

長

　

り
ん
ご
の
生
育
が
進
み
、
明
ら

か
な
着
果
量
の
減
少
や
、
ぶ
ど
う

も
新
梢
が
欠
落
す
る
な
ど
、
収
量

減
少
に
つ
な
が
る
被
害
が
多
く
見

受
け
ら
れ
た
。村
内
一
円
で
被
害

状
況
を
調
査
し
５
月
末
時
点
に
お

け
る
被
害
面
積
は
高
井
地
区
と
中

山
地
区
の
一
部
の
29
・
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
、被
害
額
は
３
，２
０
０
万

円
余
り
と
見
込
ん
で
い
る
。り
ん

ご
に
つ
い
て
は
、
果
実
の
変
形
や

裂
傷
の
拡
大
、
葉
や
枝
の
損
傷
に

よ
る
、
樹
勢
低
下
も
懸
念
さ
れ
る

状
況
。

　
　

村
か
ら
の
支
援
の
考
え
方

は
。村　

長

　

自
然
災
害
や
様
々
な
リ
ス
ク
に

備
え
、
引
き
続
き
果
樹
共
済
や
収

入
保
険
へ
の
加
入
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
令
和
９
年
度
に
向
け
て
、

掛
金
補
助
率
の
さ
ら
な
る
負
担
軽

問問

農業支援に携わる専門職員をつくり
農家への経営支援を願う

減
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。災
害

見
舞
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、国
・

県
の
支
援
制
度
や
他
の
自
治
体
の

事
例
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
支

援
策
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

　
　

村
に
と
っ
て
、
り
ん
ご
は
重

要
な
農
産
物
、
出
荷
量
を
激
減
さ

せ
な
い
考
え
方
は
。

村　

長

　

今
後
の
栽
培
や
生
育
等
に
強
い

不
安
感
を
抱
く
農
家
の
皆
さ
ん
が

多
く
お
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
生
産
量
確
保
の
た
め
の
情
報

提
供
等
を
実
施
す
る
な
ど
、
生
産

者
の
不
安
軽
減
や
り
ん
ご
産
地
の

維
持
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

西西
にしにし

原原
はらはら

  澄澄
すみすみ

夫夫
おお

  議員議員

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

問   降雹被害への村の支援は
答   必要な支援策を研究する

芽が欠落したぶどう 幹にも傷がついたりんご

一 般 質 問一 般 質 問
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消
防
団
員
の
確
保
は
全
国
的

な
課
題
で
あ
り
、
村
で
も
苦
慮
し

て
い
る
現
状
だ
。活
動
内
容
が
多

岐
に
わ
た
る
中
、
消
防
団
員
の
減

少
は
地
域
防
災
力
の
低
下
と
共
に

安
心
安
全
を
脅
か
す
要
因
と
な

る
。消
防
団
員
の
体
制
維
持
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

①
役
場
職
員
に
よ
る
初
期
消
火
専

門
組
織
を
設
置
し
た
ら
ど
う
か
。

②
団
員
減
少
を
地
域
社
会
全
体
の

問
題
と
し
て
捉
え
、
村
・
各
地
区

が
団
員
確
保
に
協
力
で
き
な
い

か
。

③
今
後
の
消
防
団
の
あ
り
方
を
、

条
例
改
正
を
含
め
て
検
討
す
る
時

期
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

副
村
長

①
高
山
分
署
、
須
坂
市
消
防
本
部

が
迅
速
に
消
火
活
動
を
行
っ
て
い

る
。役
場
職
員
の
消
防
団
員
が
遅

れ
ず
現
場
到
着
で
き
る
よ
う
配
慮

す
る
。

②
消
防
団
と
自
治
区
が
連
携
し
て

団
員
確
保
に
取
り
組
め
る
よ
う
検

討
す
る
。

問

消防団は地域の安全と安心を
支える「防災の要」

③
定
数
に
つ
い
て
は
実
態
調
査
の

検
討
と
地
域
住
民
や
消
防
団
の
意

見
を
聞
い
た
上
で
、
慎
重
に
対
応

し
た
い
。

　

他
に
「
建
設
予
定
施
設
の
計
画

の
進
め
方
」
で
、
今
後
予
定
さ
れ

る
活
性
化
施
設
・
防
災
拠
点
・
蕨

温
泉
周
辺
施
設
整
備
に
つ
い
て
、

村
と
住
民
と
の
間
で
情
報
共
有
や

意
見
交
換
が
必
要
で
は
な
い
か
と

質
問
を
し
、
必
要
に
応
じ
て
合
意

形
成
を
図
り
、
良
い
施
設
に
な
る

よ
う
努
め
て
い
く
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

藤藤
ふじふじ

沢沢
さわさわ

  和和
かずかず

人人
とと

  議員議員

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

問   消防団員の安定確保を
答   地域全体で支える課題

小型ポンプ操法訓練の様子

高齢者の足となるシニアカー

　
　

日
常
生
活
を
送
る
上
で
、
移

動
の
足
は
大
切
で
す
。免
許
証
を

返
納
し
た
高
齢
者
は
、
外
出
が
減

り
不
安
や
不
便
を
感
じ
て
い
ま

す
。ご
近
所
に
行
く
、
畑
に
行
く
な

ど
の
移
動
が
辛
い
高
齢
者
が
増
え

て
い
ま
す
。外
出
機
会
を
増
や
し

て
、
高
齢
者
の
孤
立
防
止
や
健
康

維
持
と
、
社
会
参
加
を
支
援
す
る

た
め
に
、
シ
ニ
ア
カ
ー
購
入
費
の

補
助
の
拡
充
が
必
要
で
は
。

①
村
の
シ
ニ
ア
カ
ー
購
入
補
助
制

度
の
現
状
と
、利
用
状
況
は
。

②
多
く
の
市
町
村
で
、
購
入
の
補

助
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、「
シ

ニ
ア
カ
ー
は
高
額
の
た
め
に
補
助

を
受
け
て
も
購
入
で
き
な
い
」
と

の
高
齢
者
の
声
を
聞
き
ま
す
。補

助
の
拡
充
や
中
古
も
補
助
対
象
に

で
き
な
い
か
。

③
レ
ン
タ
ル
は
介
護
保
険
制
度

で
、要
介
護
２
以
上
で
す
が
、高
齢

者
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
の
た
め

問

高齢者の外出移動の足を

に
、
高
山
村
独
自
の
施
策
は
で
き

な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長

①
村
で
は
現
在
、
シ
ニ
ア
カ
ー
購

入
費
の
二
分
の
一
以
内
で
10
万
円

を
限
度
と
し
て
、
年
間
１
～
３
件

の
申
請
件
数
で
す
。

②
高
齢
者
の
経
済
的
な
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
に
、
利
用
状
況
や

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、

必
要
な
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

③
現
行
制
度
と
の
公
平
性
や
、
公

共
交
通
の
ふ
れ
あ
い
号
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

黒黒
くろくろ

岩岩
いわいわ

  清清
きよきよ

道道
みちみち

  議員議員

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

問   高齢者の日常生活の足は
答   利用状況の把握に努める

一 般 質 問一 般 質 問
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「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
に
過
去
10
回
参
加
し

た
と
聞
く
。村
と
し
て
参
加
希
望

者
へ
の
支
援
は
出
来
な
い
か
。

教
育
長

　

村
の
応
募
状
況
は
、村
民
や
小
・

中
学
生
の
学
級
学
年
単
位
、
ま
た

は
「
わ
く
わ
く
村
」
の
活
動
な
ど

で
応
募
さ
れ
た
実
績
が
あ
る
。直

近
で
は
、
令
和
６
年
度
に
高
山
小

学
校
の
６
年
生
が
応
募
し
た
。

　

制
作
内
容
に
よ
っ
て
支
援
の
在

り
方
や
内
容
も
変
わ
る
と
思
う
が

出
来
る
限
り
の
支
援
・
協
力
を
し

た
い
。

　

応
募
さ
れ
た
Ｃ
Ｍ
は
、
制
作
者

の
許
可
の
も
と
、
村
行
事
や
村
民

ホ
ー
ル
で
も
上
映
し
た
い
と
考
え

る
。

追
伸　

６
月
定
例
議
会
一
般
質
問

の
番
組
を
視
聴
さ
れ
た
方
よ
り
協

力
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
教
育

委
員
会
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
今

年
に
つ
い
て
は
学
校
よ
り
希
望

は
「
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

村
民
の
方
や
次
年
度
以
降
学
校
行

問

　
　

子
育
て
世
代
の
世
帯
の
負
担

軽
減
及
び
、
人
材
育
成
の
観
点
か

ら
、
若
年
層
の
各
種
資
格
に
関
わ

る
費
用
に
対
す
る
補
助
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
す
る
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

総
務
課
長

　

現
在
、村
に
お
い
て
は
、猟
友
会

に
入
会
し
て
、
活
躍
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
条
件
に
取
得
経
費
の
補

助
を
、商
工
労
務
対
策

事
業
と
し
て
、村
内
の

中
小
企
業
に
従
業
員

の
研
修
受
講
料
の
補

助
制
度
の
ほ
か
、村
内

に
居
住
し
働
い
て
い

る
方
を
対
象
と
し
た

奨
学
金
返
還
に
関
す

る
支
援
制
度
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、子
育
て
世
帯

へ
経
済
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、出
産
祝
金

問

長野県民に高山村を
もっと知ってほしい

未来を担う若者に
期待を込めて

事
で
応
募
が
あ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

や
入
学
応
援
給
付
金
、
学
校
給
食

費
の
全
額
公
費
負
担
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。行
政
と
し
て

総
合
的
に
判
断
し
た
う
え
で
真
に

必
要
な
支
援
な
ど
を
行
っ
て
参
り

た
い
。

要
望　

高
山
村
出
身
に
つ
い
て
調

べ
ま
す
と
、
国
内
外
で
活
躍
す
る

若
者
も
育
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う

な
若
者
た
ち
の
活
躍
を
大
変
誇
ら

し
く
思
い
ま
す
。若
者
が
将
来
の

選
択
肢
を
広
げ
、
自
ら
の
可
能
性

に
挑
戦
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
も

前
向
き
な
検
討
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
未
来
を
担
う
若
者
へ
の

期
待
を
村
政
の
中
で
大
切
に
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

滝滝
たきたき

澤澤
ざわざわ

　 　 聖聖
きよしきよし

  議員議員

篠篠
しのしの

原原
はらはら

  尚尚
なおなお

光光
みつみつ

  議員議員

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

問   「ふるさと CM 大賞」参加支援を
答   支援・協力していきたい

問   若者の各種資格取得に支援を
答   真に必要な支援を行っていく

大きく育った中学桜

様々な資格・免許に補助を !!

公
共
施
設
内
に
植
栽
さ
れ
て
い
る

桜
の
管
理
は

　
　

村
内
に
は
、保
育
園
、小
・
中

学
校
、高
井
、北
部
の
運
動
広
場
や

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
、
多
く
の

桜
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
。桜
の
管

理
は
ど
の
様
に
し
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長

　

樹
木
医
の
診
断
は
、
平
成
16
、

18
、
20
年
に
行
っ
て
い
る
。桜
並
木

の
保
全
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
、
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に

樹
木
医
等
の
適
切
な
診
断
を
仰
ぐ

と
と
も
に
、
近
隣
の
皆
様
に
対
す

る
感
謝
を
忘
れ
ず
、
村
で
管
理
を

行
い
、
苦
情
・
要
望
が
あ
っ
た
際

は
速
や
か
に
対
応
し
た
い
。

　

こ
の
他
、南
志
賀
公
園
線
の
沿
線

に
も
み
じ
の
植
栽
を
提
案
し
た
。

問

一 般 質 問一 般 質 問



［8］ 154154号号

　
　

公
民
館
の
使
用
料
に
つ
い

て
、
社
会
教
育
団
体
は
引
き
続
き

減
免
対
象
と
な
る
。し
か
し
冷
暖

房
料
は
減
免
対
象
か
ら
外
さ
れ

た
。①
会
議
室
等
の
冷
暖
房
料
２

０
０
円
、
ホ
ー
ル
の
冷
暖
房
料
１

０
０
０
円
と
し
た
根
拠
を
示
さ
れ

た
い
。②
社
会
教
育
団
体
に
お
い

て
も
冷
暖
房
料
を
減
免
対
象
か
ら

外
し
た
の
は
な
ぜ
か
。③
社
会
教

育
団
体
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
冷
暖
房
料
も
減
免
対
象

と
す
る
よ
う
求
め
る
。

教
育
次
長

①
空
調
設
備
の
能
力
を
基
に
業
者

が
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
会
議
室
等

は
２
２
５
円
か
ら
２
４
０
円
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
２
０
０
円
に
、

講
堂
は
１
０
１
０
円
か
ら
１
０
８

０
円
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
１
０
０

０
円
と
し
た
。②
冷
暖
房
料
は
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
費
用
が
発
生

す
る
の
で
受
益
者
の
負
担
と
し

問

冷暖房料も減免し、
一層の利用増を望む

た
。③
冷
暖
房
料
は
利
用
に
よ
り

発
生
す
る
の
で
、
す
べ
て
の
村
民

に
負
担
を
求
め
る
の
で
な
く
、
利

用
す
る
方
か
ら
必
要
最
低
限
の
負

担
と
し
た
の
で
理
解
願
い
た
い
。

山山
やまやま

嵜嵜
ざきざき

  秀秀
しゅうしゅう

治治
じじ

  議員議員

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

問   公民館の冷暖房料も減免を
答   必要最低限の負担、理解を

冷暖房を利用するにはコインが必要

　
　

調
理
室
改
修
で
住
民
意
見
反

映
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。経

緯
確
認
と
今
後
の
住
民
参
加
の
在

り
方
は
。

教
育
次
長

　

今
回
の
公
民
館
改
修
は
改
修
検

討
委
員
会
の
提
言
を
踏
ま
え
、
長

寿
命
化
や
設
備
更
新
と
し
て
実
施

し
た
。調
理
室
を
含
む
２
階
部
分

は
最
小
限
の
改
修
と
し
た
た
め
、

イ
メ
ー
ジ
図
は
示
さ
な
か
っ
た
。

ま
た
文
化
協
会
か
ら
意
見
を
聴
取

し
た
た
め
、
そ
の
他
利
用
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
行
わ
ず
、
利
用
頻

度
の
低
さ
か
ら
、
講
座
や
会
議
に

も
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。使

い
に
く
さ
へ
の
対
応
と
し
て
は
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
調
理
室
の

活
用
を
検
討
す
る
。行
政
運
営
は

村
民
無
く
し
て
成
り
立
た
な
い
。

村
民
か
ら
の
意
見
等
が
出
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も

に
、
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
各

種
政
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

問

利用者の声を大切に生かし、
未来へ繋ぐ村政を

包
括
業
務
委
託
事
業
へ
の

利
用
者
意
見
の
反
映
プ
ロ
セ
ス
は

　
　

包
括
業
務
委
託
に
お
け
る
ベ

ビ
ー
バ
ス
運
用
と
利
用
者
意
見
反

映
か
ら
み
る
、
対
応
プ
ロ
セ
ス
と

役
割
分
担
は
。

健
康
福
祉
課
長

　

包
括
業
務
委
託
の
も
と
、
ベ

ビ
ー
バ
ス
は
安
全
管
理
を
踏
ま
え

受
付
で
貸
し
出
し
、
返
却
は
更
衣

室
と
い
う
運
用
と
し
て
い
る
。他

施
設
の
事
例
も
参
考
に
し
つ
つ
最

適
化
を
図
り
、
利
用
者
の
声
は
窓

口
や
意
見
箱
か
ら
収
集
し
、
緊
急

性
の
高
い
も
の
は
迅
速
に
対
応
、

運
用
変
更
等
は
委
託
先
と
村
が

協
議
し
、
住
民
意
見
を
生
か
し
た

柔
軟
な
改
善
を
進
め
る
方
針
で
あ

る
。

問

髙髙
たかたか

井井
いい

  央央
なかなか

葉葉
ばば

  議員議員

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

問   住民参加の在り方は
答   環境づくりに努める

利用者意見を反映しながら、多く利用される調理
室になることを望む

予
備
自
衛
官
等
兼
業
特
例
法
案
へ

の
見
解
は

　
　

国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
予

備
自
衛
官
等
兼
業
特
例
法
案
で

は
、
予
備
自
衛
官
等
の
み
が
特
例

で
任
命
権
者
の
許
可
を
不
要
と
す

る
。「
公
務
の
上
に
予
備
自
衛
官

と
し
て
の
任
務
を
置
き
、
国
に
よ

る
命
令
に
事
実
上
従
わ
せ
る
」
も

の
だ
。長
の
見
解
を
問
う
。

村　

長

　

国
で
審
議
中
で
あ
り
制
度
の
適

否
等
の
見
解
は
差
し
控
え
た
い
。

全
国
知
事
会
等
の
動
向
を
注
視
し

た
い
。

問

一 般 質 問一 般 質 問
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グループで出た意見 グループで出た意見

2 つのグループに分かれて、活発に意見を出し合い、どんな活動を
するか決めました。

議場見学では議長席にも
座ってもらいました

相談しながら「夢」を出し合ってもらいました

実際に公共交通を使って、その課題を見極める 村の観光地を視察して、課題をまとめる
グループ活動テーマ グループ活動テーマ

◦村外から見た客観的な高山村の現状を知るべ
き。外からしか見えてこないこともあるはず。

◦村の公共交通手段を使って村巡りをする。
◦「高山村」の知名度を高くしたい。「そこは

どこ？」ではなく。
◦村外からの意見 SNS、QR コード
◦ふれあい号（バス）に乗ってみる。

◦ YOU 游ランドの活性化（アスレチック、
ドッグラン等）

◦高山村の PR（観光、移住者）
◦わらび温泉の新施設は村民の意見を取り

入れたり、反映してもらえるのか
◦毛無峠、小串鉱山等観光、見学
◦牧場、YOU游、わらび温泉、バスで回る？

　６月 27 日㈯、第４回目の議会モニター会議を
開催しました。
　今回は、前回考えていただいた「モニターとし
てやってみたいこと」から、実際に何をするのか、
その方法や、発表の仕方などについて考えていた
だきました。
　グループ毎にテーマも決まり、今後、具体的に
活動していきます。

実際に見て、感じる活動を！ 第４回 議会モニター会議報告

今
年
も
中
学
２
年
生
が

今
年
も
中
学
２
年
生
が

　

職
場
体
験
学
習
で

　

職
場
体
験
学
習
で

議
会
に

議
会
に

　

今
年
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
中

学
２
年
生
の
職
場
体
験
と
し
て
、
議

会
に
２
人
の
中
学
生
が
来
て
く
れ
ま

し
た
。

　

午
前
中
と
い
う
時
間
の
中
で
、「
議

会
」
を
知
っ
て
も
ら
う
活
動
と
し
て
、

ま
ず
は
議
場
の
あ
る
役
場
３
階
を
見

学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
議

会
」
に
つ
い
て
、
議
長
か
ら
の
話
を
、

昨
年
作
っ
た
「
議
会
の
し
お
り
」
を

見
な
が
ら
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
、
後
半
は
５
月
に

開
催
し
た
「
議
会
報
告
会
」
中
学
生

バ
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
で
、「
夢
」

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

始
め
は
２
人
共
悩
ん
で
い
る
よ
う
で

し
た
が
、
最
終
的
に
は
た
く
さ
ん
の

「
夢
」
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◦
子
ど
も
だ
け
で
安
心
し
て
遊
べ
る
、

利
用
で
き
る
場
所
が
ほ
し
い

◦
図
書
館
で
喫
茶
店
み
た
い
に
飲
み

物
が
た
の
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

あ
り
が
た
い
か
も
／
軽
食
も
！

◦
公
園
（
ペ
ッ
ト
同
伴
Ｏ
Ｋ
）
を

増
や
し
て
ほ
し
い
／
ド
ッ
グ
ラ
ン

作
っ
て
ほ
し
い
／
災
害
時
の
避
難

所
に
ペ
ッ
ト
も
同
伴
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い

◦
村
全
体
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
ほ

し
い

◦
藤
田
屋
辺
り
の
歩
道
を
も
う
少
し

広
く
し
て
ほ
し
い

◦
高
山
村
に
塾
を
作
っ
て
ほ
し
い

◦
学
校
の
図
書
館
に
勉
強
ス
ペ
ー
ス

を
作
っ
て
ほ
し
い　
　

�

他

　

今
回
も
、
中
学
生
の
思
い
を
た
く

さ
ん
聞
か
せ
て
も
ら
え
て
、
大
変
有

意
義
な
時
間
で
し
た
。�

（
髙
井
央
葉
）

５
月
22
日
㈮

議会活性化特別委員会

グ
ル
ー
プ
１

グ
ル
ー
プ
２

議会から
『「議会モニター」として何をしたいのか』、『何が今、村の課題なのか』というところを起点に、どんな

活動をして、どうまとめていくか、皆さん真剣に考えていただきました。今後、実際に活動を行い、貴
重な体験をまとめていただきます。
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◦高山村役場で働きたい人を増やす、兼業をなく
して！

◦写生大会／住民票つくる／４コママンガつくる
◦ボイスチェンジャーを使う／語尾に「～タカオ」

とつける／スケッチブックを使う
◦村として柔軟な対応を求む

一般村民も参加したプロジェクトを作って各
テーマを検討する
村長さんに柔軟な裁量をして頂く

◦さくら→あじさい→ひまわり→りんご→樹氷／
日本一の直売所

　大手観光施設の誘致
◦ロープウェイは補助金の活用で
◦村が出資する会社を設立し、村民を雇い、様々

な事業を行う
◦農業への補助金増へ、ハードルひくく
◦ボランティアの有償化の予算を考えてほしい
◦ IT や自動運転バスなど、ニュースになること

もやる
バイオマス、地熱発電に力を入れる

◦起業する意欲のある方を支援する仕組みを作る
◦週１回くらい山田温泉に行くと高山タカオに会

えるとか
高山タカオキャラクター増（ファミリー）、他企
業とのコラボ、商品化

◦有料のドッグランを整備する
◦松本大学と信州大学のコミュニティビジネスと

つながる
◦大学卒業者への就職先の情報の提供
◦高山村の夢＝映画を作る、ストーリー作り

◦ 70 周年今年もっと PR を！！
◦災害に強い村づくり
◦タカオ君をもっと親しみやすく 4 コママンガに
◦声を出すキャラクターは
◦法律にしばられ過ぎない村
◦観光地日本一へ
◦村内にロープウェイを作る→温泉、牧場の活性

化期待
◦ 20 代、30 代、40 代の方が住みやすい村
◦ゆっくり農業をやって食っていける様にしたい
◦村営住宅を村の入口の地区にも
◦遊休農地の有効利用できる作物を大規模に作る
◦温泉と道の駅の複合施設
◦通院介助
◦村の財源を増やす→負担を軽くする	
◦村の独自色を出す、小さくても他にない事
◦若者が住み続けたいと思える高山村	
◦杉木の有効利用
◦日本一大きいふわふわジャンプ台をつくろう
◦ゆるキャラの有効活用、高山タカオをメインに

SNS を使っての PR
ストーリー的な流れに

◦農業法人が必要
◦農業の大規模化、個人→会社就農者の負担軽減
◦木工できる遊び場が欲しい、大人も子どもも
◦林業を活性化したい、産業として成り立たせたい
◦山田牧場の山菜取りメインに
◦りんごの専門店があればいい

議会報告会『議会と村づくりを語る会』

「夢」を語り合いました！
　今年で４年目となる議会報告会「議会と村づくりを語る会」を、５月 10 日と 17 日に開催しました。
今年はリニューアルした公民館をご覧いただきたいという思いもあり、両日とも公民館３階ホールでの開
催となりました。どちらの日も多くの皆さんにご参加いただきました。
　今回のトークテーマは「夢を語ろう！」。村の夢や参加者の皆さんの夢など、さまざまな「夢」を共有
していただきました。そして、その夢を実現するために何が必要なのかについても、一緒に考える時間と
なりました。

5/10 の開催の様子

夢夢

５月10日
夢を実現するために必要なもの



［11］ ［10］令和８年７月 25日　発行

議
会
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

◦
内
容
が
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
と
思
う
。

◦
親
し
み
や
す
い
構
成
と
思
え
る
。

◦
も
っ
と
目
を
通
し
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。

◦
読
み
た
く
な
る
（
必
ず
目
を
通
す
）
た
め

に
ワ
ン
ア
イ
デ
ア
欲
し
い
。

◦
工
夫
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

◦
マ
ン
ガ
っ
ぽ
く
し
て
、
楽
し
く
み
れ
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

◦
内
容
の
説
明
が
お
お
ざ
っ
ぱ
だ
っ
た
の

で
、
一
つ
だ
け
に
絞
っ
て
詳
し
く
説
明

合
っ
た
方
が
良
か
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

◦
良
い
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。

◦
他
の
方
の
色
々
な
意
見
、
考
え
方
が
聴
け

て
良
か
っ
た
。

◦
続
け
る
こ
と
に
意
義
あ
り
。

◦
村
が
活
性
化
で
き
、
良
い
村
に
な
れ
ば
良

い
で
す
。

◦
20
代
、
30
代
の
若
者
の
参
加
が
ほ
し
い
。

◦
他
地
区
の
方
と
意
見
交
換
で
き
て
良
か
っ

た
。

◦
夢
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
検
討
お
願
い
し

ま
す
。
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
な
い
で
す
か
？

◦
語
っ
た
夢
を
聞
き
と
め
る
組
織
が
必
要
。

◦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
っ
て
、
前
向
き
に
検

討
す
る
。
条
例
や
予
算
が
な
い
か
ら
と
安

易
に
結
論
に
し
な
い
で
ほ
し
い

◦空き家の民泊活用（事業）
◦木材の活用（CLT、薪ストーブ）／ペレットの製造

小規模バイオマス発電
◦特別な加工品等を作り出す
◦農業体験、婚活（収穫体験・温泉付き）
◦地域の祭りの観光化（村内、村外問わず）
◦温泉ワイナリ巡りツアー
◦区の役員、仕事を減らす
◦長野市に行く橋が欲しい／間山トンネルを利用

した道の駅
◦村に山林を寄付
◦自然災害が少ない村としてもっと PR
◦タカオくんをキョエちゃんの兄弟とする
◦自動運転、バス交通、モデル事業
◦ボランティア組織、男性ボランティア
◦女性活躍、議員や区長の半数は女性とか

◦空き家の利用（事業化）は？旅館
◦スクールバスの運行
◦森林の活用
◦水を利用しない稲作の推進
◦子どもが増えたらいいな
◦移動がもう少し楽になれば
◦動物達との共存
◦加工品製造の補助
◦農業法人みたいなもの（大きなもの）
◦りんごが数十年後も残ってほしい
◦和美の桜をもっと宣伝してほしい
◦ゆうゆうランドの遊び場を再整備して欲しい
◦高山村にドッグランがほしい
◦他地方からみえた人の遊べる施設がほしい

村民が運営する直売所（道の駅の様な）
◦地区のなりて不足（移住、関係人口を増やす）
◦若い人の声がとどく、声に対応する
◦区長の仕事を楽にする（だれでも出来る）
◦企業誘致／データセンター誘致
◦行き止まりの村ではなく、立寄りのできる道路網
◦地区、個人所有の山林の整備
◦高山タカオくんをメジャーに、インバウンドま

で！
◦里山プロジェクトの様なイベントがあればいい
◦ 20 年後も高山村が発展していること
◦小中学校ブランド化（英語、プログラミング）

5/17 の開催の様子

お寄せ頂いたご意見のすべては、後日議会 HP でご覧いただけます。
頂いたご意見は議員全員で共有し今後の議会及び議員活動に活用させていただきます。
ご参加された皆さん、ありがとうございました。

夢夢

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

５月17日
夢を実現するために必要なもの
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学
校
給
食
の
試
食
会
を
実
施
し
ま
し
た

学
校
給
食
の
試
食
会
を
実
施
し
ま
し
た

高
山
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
査

　

６
月
８
日
正
午
よ
り
高
山
村
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
に
て
学
校
給
食
の
試
食
会
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
６
月
定
例
会
中
と
い
う
事
も
あ

り
、
午
前
中
の
委
員
会
審
議
の
あ
と
全
議

員
で
参
加
し
ま
し
た
が
、
私
も
中
学
校
卒

業
以
来
の
給
食
と
い
う
事
で
非
常
に
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
献
立
は
ご
飯
・
牛
乳
・
け
ん
ち

ん
汁
・
ア
ジ
の
ご
ま
み
そ
焼
き
・
梅
肉
あ

え
の
５
品
で
、
中
学
生
と
同
じ
量
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
材
に
つ
い
て

は
、
米
や
生
乳
は
村
内
産
、
そ
の
他
も
県

内
・
国
内
と
地
産
地
消
を
優
先
に
考
え
ら

れ
て
い
た
り
、
味
付
け
に
つ
い
て
も
濃
過

ぎ
ず
ダ
シ
の
旨
味
が
し
っ
か
り
と
感
じ

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
り
と
、「
食
」
を

大
切
に
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ

る
献
立
で
し
た
。
議
員
全
員
、
大
変
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
山
村
で
は
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
村
内
の
小
中
学
校
に
お
け
る
学
校

給
食
費
の
完
全
無
償
化
（
全
額
公
費
負

担
）
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
は
１

食
あ
た
り
小
学
校
低
学
年
で
３
２
７
円
、

高
学
年
で
３
３
７
円
、
中
学
生
で
３
６
７

円
の
単
価
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
材

費
が
高
騰
し
て
い
る
昨
今
で
す
が
、「
食

育
」
を
通
じ
て
児
童
・
生
徒
が
健
康
的
な

食
習
慣
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
た
め
に
、
栄

養
教
諭
や
セ
ン
タ
ー
職
員
の
皆
様
が
工

夫
し
、
丁
寧
な
給
食
作
り
が
出
来
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
事
が
大
切
だ
と
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
民
の
皆
様
に
も
食
べ
る
機
会

が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
一
考
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
藤
沢
和
人
）

村公共交通のご利用を
　総務文教常任委員会では定例議会中の６月９日に、昨年 10 月に
改編された村公共交通計画について研修をしました。

幹線バス路線

◦従来は YOU 游ランドが発着地でし
たが、今回から役場発着となりま
した。

◦須坂駅―役場間の往復が基本とな
りました。役場より先までの皆さ
んにはふれあい号のご利用をお願
いします

バス路線（長電バス）

◦朝夕は小中学生も乗車するので、
山田温泉発着便があります。

◦各地の停留所を経由するため、バ
ス路線は複数ありますので、ご確
認ください。

須坂駅～役場……… 4 0 0円

須坂駅～役場以降… 6 0 0円

ふ れ あ い 号

◦ふれあい号は村内全域、誰でも一人でも利用できる、予約
制の乗り合いタクシーです。

　村内全域：１乗車… 2 0 0 円 です。

ご利用方法

利用登録…予約センターに電話【026-242-2080】
　　　　　氏名・住所・電話番号をお伝えください

乗車予約…２週間から１時間前までに
　　　　　電話【026-242-2080】をしてください

乗車は自宅または停留所から目的地近くの停留所まで

現金  または  K
ク ル ル

URURU カード

【８：30 から 18：00 の間は「ふれあい号」を利用してください】
【詳しくは役場ホームページをご覧ください】� （湯本辰雄）

１

２

３

学
校
給
食
の
試
食
会
を
実
施
し
ま
し
た

学
校
給
食
の
試
食
会
を
実
施
し
ま
し
た

運賃

運賃支払い

当日試食した 662 キロカロリーの中学生用給食
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地
域
貢
献
し
た
い
、

つ
な
が
り
た
い

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

木嶋　佳子  さん

問　

以
前
の
住
ま
い
は

答　

生
ま
れ
も
育
ち
も
新
潟
県
糸
魚
川
市

で
す
。

問　

今
の
住
ま
い
は

答　

二
ツ
石
で
す
。
移
住
し
て
か
ら
３
年

に
な
り
ま
す

問　

高
山
村
に
来
る
き
っ
か
け
は

答　

空
き
家
バ
ン
ク
を
見
て
、
賃
貸
が

あ
っ
た
の
で
決
め
ま
し
た
。
子
ど
も
の
手

が
離
れ
た
の
で
長
野
で
仕
事
を
探
し
ま
し

た
。

問　

消
防
団
へ
の
入
団
は
い
つ

答　

今
年
４
月
か
ら
。
理
由
は
地
域
貢
献

を
し
た
い
こ
と
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
つ
な

が
り
を
持
ち
た
か
っ
た
。

問　

入
団
し
て
の
感
想

答　

良
か
っ
た
こ
と
…
防
災
は
身
近
だ
け

ど
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、

理
解
で
き
ま
し
た
。女
性
と
い
う
こ
と
か
、

気
を
遣
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。女
性
初
と
言

わ
れ
る
の
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
る
。

問　

困
っ
た
こ
と

答　

女
性
一
人
は
寂
し
い
。

　

成
り
手
不
足
の
中
、
女
性
団
員
を
増
や

す
に
は
私
が
元
気
で
活
動
し
て
、
女
性
で

も
や
れ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
か

な
と
思
う
。

問　

糸
魚
川
大
火
（
２
０
１
６
年
12
月
22

日
）
か
ら

答　

前
の
住
ま
い
は
街
か
ら
離
れ
て
い
た

の
で
、
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
予
防

消
防
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
抱
負

答　

一
人
暮
ら
し
の
方
々
へ
の
応
援
な

ど
、
女
性
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

　

村
外
も
含
め
、
女
性
団
員
と
交
流
し
た

い
。

問　

今
の
仕
事
は

答　

長
野
市
で
造
園
業
に
勤
め
て
い
ま
す
。

問　

趣
味
は

答　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
好
き
で
す
。

問　

好
物
は

答　

果
物
、
高
山
の
果
物
は
お
い
し
い
。

新
潟
の
魚
も
お
い
し
い
で
す
よ
。

問　

村
へ
の
要
望

答　

移
住
協
力
店
の
拡
充
。
移
住
す
る
と

き
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

問　

議
会
報
を
読
ん
で
い
ま
す
か

答　

は
い
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
知
る

う
え
で
読
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

一
茶
館
開
館
三
十
周
年

一
茶
二
百
回
忌

高
山
村
制
施
行
七
十
周
年
記
念

夏
井
い
つ
き

句
会
ラ
イ
ブ

俳
句
を
使
っ
た

　

言
葉
の
授
業
が
は
じ
ま
り

　

６
月
21
日
午
後
１
時
半
、
新
装
と
な
っ

た
公
民
館
ホ
ー
ル
で
俳
句
好
き
な
方
、
テ

レ
ビ
で
辛
口
な
口
上
の
方
を
一
目
見
よ
う

と
思
う
方
々
な
ど
で
熱
気
あ
ふ
れ
る
な

か
、
句
会
ラ
イ
ブ
が
挙
行
さ
れ
た
。
夏
井

い
つ
き
さ
ん
は
松
山
市
に
お
住
ま
い
で
、

30
数
年
句
会
ラ
イ
ブ
を
行
っ
て
い
て
、
当

初
は
学
校
を
中
心
に
、
俳
句
を
使
っ
た

言
葉
の
授
業
か
ら
始
ま
っ
た
と
の
事
で

あ
っ
た
。

俳
句
は
認
知
症
予
防
に
な
る

全
村
民
に
俳
号
を

　

今
日
、
俳
句
を
勉
強
し
て
こ
れ
か
ら
も

俳
句
を
続
け
て
い
け
ば
認
知
症
予
防
に
な

り
、
日
本
で
最
も
医
療
費
の
か
か
ら
な
い

村
に
な
る
。ま
た
、全
村
民
に
俳
号
を
つ
け

れ
ば
全
国
初
の
「
全
村
民
が
俳
号
を
持
っ

た
村
」
で
注
目
さ
れ
る
の
で
は
等
、
い
つ

き
流
で
村
の
活
性
化
策
も
話
さ
れ
た
。

俳
句
は
誰
で
も
で
き
る

　

５
音
・
７
音
・
５
音
の
リ
ズ
ム
に
上か
み

五ご

か
下し
も

五ご

に
季
語
を
入
れ
る
だ
け
。
俳
句
の

タ
ネ
は
ひ
ね
っ
て
考
え
て
季
語
を
入
れ
れ

ば
簡
単
に
誰
で
も
で
き
る
。

最
後
に
全
員
参
加
で
俳
句
を
詠
む

　

お
題
は
掃
除
用
具
の
写
真
。
全
員
に
俳

句
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
７
編
を
選
び
、

最
後
は
会
場
の
拍
手
で
最
高
句
を
選
ん

だ
。
選
ば
れ
た
方
が
、
た
ま
た
ま
村
外
の

方
だ
っ
た
が
、賞
品
を
渡
さ
れ
た
後
に
は
、

高
山
村
に
ふ
る
さ
と
納
税
で
貢
献
し
て
く

だ
さ
い
。
と
し
っ
か
り
と
フ
ォ
ロ
ー
し
て

く
れ
て
い
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間

半
で
あ
っ
た

　
（
沖
島
祥
介
）７句の特選句を評価している様子

村
消
防
団
初
の
女
性
団
員
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長野須坂消防指令センター・リポート長野須坂消防指令センター・リポート
総務文教常任委員会総務文教常任委員会

委員長　委員長　滝澤　聖滝澤　聖

令和８年４月より長野市消防局と須坂市消防本部は司令業務の共同運用を開始しました。高山村議会総務令和８年４月より長野市消防局と須坂市消防本部は司令業務の共同運用を開始しました。高山村議会総務
文教常任委員会では、６月 16日に新司令業務の現況について視察しました。文教常任委員会では、６月 16日に新司令業務の現況について視察しました。

須坂市ホームページより
https://www.city.suzaka.nagano.jp/shobo/119bantsuho/7345.html

Q新指令センターの管轄地域はどこですか？

A 長野市、小川村、信濃町、飯綱町、須坂市、
小布施町、高山村の計７自治体です。

Q新システム導入の目的は？

A 指令センターのシステムは概ね 10
年で更新しますが費用がかかりま

す。長野市消防局は９年前の更新費用は
約 12億円です。今回導入した費用は 20
億円と 1.6 倍となっています。広域運用
することにより業務の効率化と相互応援
体制の確立で地域住民の安全・安心な暮
らしを守ります。

Q更新費用に対するメリットは何ですか？

A 国の交付税措置対象となる緊急防災減災事
業債を活用することで７割の助成を受ける

ことが出来るため、長野市で 10 億円、須坂市で
３億円の費用負担が軽減出来ました。その為、高
山村も相当額の費用負担が軽減されました。 Q指令センターの定数、勤務サイク

ルは？

A 長野市 20名、須坂市４名の 24人
で、須坂市消防本部で行われてい

た 15 時間 30 分勤務３交代制で運用し
ています。

Q消防指令システムの運用経費は？

A 2026 年度はおおよそ長野市が 7210 万円、
須坂市は 1480 万円、計 8690 万円ほどに

なり、システム経費のみの費用です。
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山
田
牧
場
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

現
況
確
認
調
査
の
実
施

福
祉
産
建
常
任
委
員
長　

勝
山　

正
弘

　

６
月
10
日
、
山
田
牧
場
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
整
備
工
事
、
同
看
板
設
置
工
事

の
確
認
を
議
員
10
名
と
行
政
の
ス
タ
ッ
フ

３
名
で
実
施
し
た
。
整
備
工
事
は
令
和
６

年
度
に
実
施
さ
れ
た
が
、
令
和
７
年
に
は

利
用
者
の
「
コ
ー
ス
順
路
が
分
か
り
に
く

い
」
と
の
声
か
ら
、
案
内
板
の
設
置
工
事

を
行
っ
た
。
コ
ー
ス
は
ス
キ
ー
場
の
第
１

リ
フ
ト
と
並
行
し
て
の
林
間
コ
ー
ス
で
、

想
像
し
て
い
た
も
の
と
異
な
り
、
急
傾
斜

訂
正
と
お
詫
び
に
つ
い
て

　

議
会
報
１
５
３
号
（
令
和
８
年
４
月

25
日
発
行
）
中
、
以
下
の
と
お
り
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

◆
４
ペ
ー
ジ

産
業
振
興
課
「
奥
山
田
温
泉
に
つ
い

て
」
の
問
い
の
答
弁
中
、

（
誤
）排
除
し
て
話
を
し
た
い
。

（
正
）排
除
す
る
こ
と
な
く
話
を
し
た
い
。

◆
７
ペ
ー
ジ

議
案
に
対
す
る
各
議
員
の
賛
否
結
果
中

◦
議
案
第
18
号　

概
要

　
（
誤
）「
名
勝
変
更
」

　
（
正
）「
名
称
変
更
」

◦
議
案
第
24
号　

議
案
名

　
（
誤
）「
条
坊
団
員
」

　
（
正
）「
消
防
団
員
」

頑張って登るぞー

要望した案内図

新設された案内表示

の
連
続
で
、
初
心
者
や
年
配
の
方
へ
は
か

な
り
厳
し
い
コ
ー
ス
の
印
象
で
あ
っ
た
。

距
離
は
約
２
㎞
だ
が
、
高
低
差
は
ス
タ
ー

ト
か
ら
出
口
ま
で
３
３
８
ｍ
あ
り
、
途
中

休
憩
を
取
り
な
が
ら
約
２
時
間
要
し
た
。

林
の
中
を
ひ
た
す
ら
歩
い
た
が
、
霧
も
出

て
い
て
景
色
を
堪
能
で
き
な
か
っ
た
。

　

当
初
は
牧
場
内
へ
の
侵
入
は
禁
止
さ
れ

て
い
た
が
、
現
在
は
、
牧
場
へ
の
侵
入
が

可
能
と
な
っ
た
た
め
、
牧
場
内
で
景
色
を

堪
能
し
な
が
ら
休
憩
も
良
い
と
思
わ
れ

る
。

　

今
後
は
、
参
加
者
全
員
が
感
動
で
き
る

よ
う
な
コ
ー
ス
改
善
も
検
討
し
て
欲
し

い
。
笠
岳
ま
で
の
上
級
者
コ
ー
ス
、
第
１

リ
フ
ト
ま
で
の
初
心
者
コ
ー
ス
を
追
加

し
、
自
分
に
合
っ
た
コ
ー
ス
選
択
を
可
能

に
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
年
配
者
に
も
無
理

の
な
い
コ
ー
ス
と
し
て
、
安
全
面
で
の
確

保
も
必
要
と
感
じ
た
。

　

山
田
牧
場
固
有
の
自
然
・
景
観
な
ど
を

堪
能
で
き
、
食
事
処
も
、
に
ぎ
わ
い
の
場

と
な
る
よ
う
に
誘
客
へ
も
繋
が
る
工
夫
を

応
援
し
て
い
き
た
い
。
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発 行 / 長野県高山村議会
編 集 / 議会報編集特別委員会   
　　　TEL（026）214-9763
印 刷 / ㈱オフセット

発
行
責
任
者

　

議　

長　

梨
本　
　

進

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

沖
島　

祥
介

　

副
委
員
長　

滝
澤　
　

聖

　

委　

員　

藤
沢　

和
人

　

委　

員　

湯
本　

辰
雄

　

委　

員　

山
嵜　

秀
治

　

６
月
定
例
会
が
閉
会
し
、
い

よ
い
よ
本
格
的
な
夏
の
暑
さ
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
報
は
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
号
で
は
、
６
月
定
例
会
で

審
議
さ
れ
た
補
正
予
算
や
一

般
質
問
の
様
子
を
掲
載
い
た
し

ま
し
た
。
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ

で
は
住
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
に

直
結
す
る
活
発
な
議
論
の
内
容

を
、
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
で

き
る
よ
う
編
集
委
員
一
同
努
め

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
夏
本
番
を
迎
え
ま

す
が
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
な

ど
で
熱
中
症
に
は
十
分
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
。
次
号
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。�

（
藤
沢
和
人
）

問　

名
前
の
由
来
は
何
で
す
か
。

答　

ド
イ
ツ
語
で
「
歌
う
女
性

た
ち
」
を
表
し
、
故　

内
山 

満

先
生
（
当
時
高
山
中
に
赴
任
）

に
名
付
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問　

設
立
は
い
つ
で
す
か
。

答　

１
９
８
５
年
、
公
民
館
の

合
唱
教
室
と
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
の
後
独
立
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

問　

会
員
数
は
何
人
で
す
か
。

答　

11
人
で
す
。

問　

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
入

ら
れ
た
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す

か
。

答　

知
人
・
友
人
か
ら
誘
わ
れ

た
か
ら
（
ほ
ぼ
全
員
）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス
が
終
了
で

淋
し
さ
を
感
じ
て
い
た
時
に
誘

わ
れ
て
。

問　

歌
う
曲
目
の
選
択
や
傾
向

は
な
ん
で
す
か
。

答　◦
親
し
み
や
す
い
曲
を
選
ん
で

い
ま
す
。

◦
話
題
に
な
っ
て
い
る
曲
、
や

さ
し
い
き
れ
い
な
曲
も
。

◦
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
、
や
な
せ
た
か
し
作
詞
の

曲
な
ど
で
す
。

問　

活
動
し
て
よ
か
っ
た
と
思

う
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。

答　◦
歌
う
こ
と
で
気
持
ち
も
ス
ッ

キ
リ
。

◦
仲
間
が
で
き
た
。

◦
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
て
、
お

客
様
が
感
動
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
。

◦
家
庭
や
仕
事
以
外
の
つ
な
が

り
が
持
て
る
こ
と
。

◦
気
持
ち
よ
く
ス
ト
レ
ス
発
散

に
な
る
。

◦
声
を
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
の

楽
し
さ
を
知
っ
た
。

◦
週
１
回
の
ス
ト
レ
ス
解
消
、

歌
は
ど
こ
で
も
誰
と
で
も
共

有
で
き
る
。

◦
１
日
疲
れ
て
も
練
習
の
後
、

気
持
ち
が
明
る
く
な
る
。

◦
皆
で
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
と
活

動
出
来
て
良
か
っ
た
。

問　

今
後
の
課
題
、
目
標
は
な

ん
で
す
か
。

答　◦
会
員
数
が
少
な
い
の
で
会
員

（
仲
間
）
を
増
や
し
た
い
。

◦
健
康
を
保
ち
長
く
歌
え
る
よ

う
に
し
た
い
。

　

ぜ
ひ
私
た
ち
の
歌
声
、
聞
き

に
来
て
く
だ
さ
い
‼

（
６
月
に
取
材
の
と
き
２
名
の
方

が
欠
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
）

左からT・A・H・Nさん左からK・K・Nさん

ピアノNさん 歌唱指導Oさん

女声コーラスグループ　コールフラウエン

９月９月にに
40周年記念コンサート40周年記念コンサートをを予定予定


